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１．研究の目標
　本研究は，国連の持続可能な開発目標（SDGs）に
焦点を当て，消費者の SDGs 認知とコミュニティの期
待が持続可能な消費活動にどのような役割を果たすこ
とを明らかにする。

２．先行研究
2－1　SDGs の認知
　消費者の認知が購買決定にどのように影響するか，
特にグリーン製品への認識と環境意識が製品評価にど
う作用するかを分析している。SDGs に対する認識が
消費者行動に及ぼす影響を明らかにする。
2－2　社会認知理論
　社会認知理論を用いて，社会環境や社会的相互作用
が個人の認知や行動の形成に大きな影響を与えること
を示唆し，個人がどのように地域や社会から SDGs の
認知を獲得するかを説明するために活用される。
2－3　持続可能な消費活動

（1）サスティナブル消費行動
　サスティナブル消費行動がどのように環境負荷を最
小限にしつつ基本的ニーズを満たすかを検討してい
る。特に，グリーン消費者の意思決定や製品選択に関
する環境性能の影響を分析し，持続可能な消費を促進
するための社会的・制度的変革の必要性を強調してい
る。

（2）グリーン購買行動
　グリーン購買行動が持続可能な消費においてどのよ
うに重要な役割を果たすかを探求する。消費者の自己
同一性，知識，環境意識がグリーン購買意向にどのよ
うに影響するかを分析する。
2－4　消費価値理論
　消費価値理論を引用することで，個人の価値観が
SDGs への認識と消費活動に与える影響を論じること
ができる。
2－5　計画行為理論
　計画行動理論（TPB）を用いて持続可能な消費行
動に影響を与える個人の態度，社会的規範，行動統制
の知覚を詳細に考察し，より効果的な環境保護戦略や
政策の策定に貢献することを目指している。

３．研究の分析結果
　SDGs の認知とコミュニティへの期待が持続可能な
消費活動に正の影響を与えることを確認した。
　SDGs に対する高い認知は，持続可能な消費行動を

促進し，コミュニティへの期待もこの傾向を強化する
という結果が示されている。

４．考察と結論
4－1　研究の貢献
　SDGs が消費者行動に及ぼす影響を探究し，持続可
能な消費への新たな理解を提供するものである。消費
者の SDGs 認知とコミュニティへの期待が消費行動に
どう作用するかを分析し，持続可能な社会への移行を
支援する実践的な指針を提示している。
4－2　限界と今後の研究への提案
　SDGs の認知とコミュニティへの期待が持続可能な
消費に与える影響を日本の文脈で分析し，異文化間比
較研究と調査方法の改善の必要性を指摘した。これに
より，持続可能な社会への移行に向けた新たな洞察と
実践的な指針を提供している。
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